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一般会計 収入（歳入）１７１億５,４１１万円（昨年は、192 億 1,563 万円） 

      支出（歳出）１６８億７,０６０万円（昨年は、186 億 1,010 万円） 

貯金（基金）   88 億  600 万円（昨年は、 86 億 1,280 万円） 

借金（町債）１２９億７,７００万円（昨年は、124 億 8,062 万円） 

 

 昨年に比べ収入と支出は減りましたが、2019 年度の決算は２億５,６００万円の黒字決算です。

貯金（基金）にはいろいろな種類があり、その中で取り崩したり、積み立てているものもあります

が、総額は約８８億円（２０２０年３月３１日現在）となりました。 

しかし、前年度は給食センターや熊石保育園の建設、落部小学校の大規模改修、研修牧場整備事

業などの大型事業も多く行われたため、その返済が同じ時期となると、今後の対応を計画的に行わ

なければ、近い将来に負担をかけることになります。監査委員さんの意見書にも書かれていました

が、事業の重要度や優先度を考えて、持続可能な財政運営を目指すことが大切になります。 

 

決算から見えたもの  

   

コロナ対策においては、国や道からの補助金もありますが、町が単独で行った支援策も多 

く、改めて八雲町の財政が安定していることを実感しました。コロナの影響は、まだまだこれから

いろいろな面で表れてくると思いますが、本当に困っている方たちにしっかりと届くことが大切で

す。八雲総合病院では、コロナの検査が出来るようになったそうです。その上、発熱外来のプレハ

ブを設置し、一般の患者様とは接触することなく、診断や入院が出来るようになります。 

コロナには感染しないことが何よりですが、万が一の時も少しでも安心できる体制が出来てくる

のは嬉しいですね！ 

一昨年度に比べて収入（歳入）は減っていますが、町税や地方交付税は増えています。ただ、今

年度はご存知の通り海産物が非常に不漁。これは八雲だけではなく、北海道はもちろんロシアまで

も不漁だそうです。このことが長引けば、八雲町のふるさと納税はもちろん、漁業者の皆さん、加

工業者の皆さんにも大きな痛手となります。また、今、国勢調査が行われておりますが、この調査

で人口が大きく減少していれば、地方交付税にも影響があります。１次産業が安定し、活性化する

ためにも、気候の安定も大事な条件です。気候変動により海水温が上がり、海洋の酸性度も２０％

以上上昇していると言われています。すぐに二酸化炭素の排出量を減らすことは困難でも、私達一

人ひとりが、気候変動に関心を持ち、エネルギーの節約を心がけることは大切ですね。 
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 一般質問   問１『 ラストスパート！焦点はどこに? 』 

①就任当初より、トップセールスマンとして様々な種を蒔くとおっしゃっていましたが、２期目

残り１年。どこに焦点を絞ってまちづくりを進めて行こうとしていますか。⓶町長はこの７年間

で『収益を得られる道筋』を作ってきましたが、それらを活かすのは教育力です。八雲町ならで

はの教育が必要だと思いますが、お考えをお聞かせください。 

答 『産業振興・雇用創出・人材育成がキーワード 』 

①人口減少のスピードを少しでも遅らせるため、３つのキーワードを関連付けた施策を様々な分

野に取り入れ、今後も活気ある持続可能なまちづくりを進める。 

②小中学校の特別活動のかなめとして、キャリア教育の充実が強く求められている。学校・地域

が連携し、児童生徒がふるさと八雲の産業や歴史、観光資源等を学ぶ意欲を高めるため、キャリ

ア教育の一層の充実を図る。 

再質問 他自治体では、子ども達の意見を取り入れた企画を実施しています。八雲町でも、子

ども達が受け身ではなく、積極的に考え実践できるよう、町行政として予算をしっかりとつけて

社会教育と共にやっていくことが大切だと思いますが、いかがでしょうか。 

答 社会教育は大切なものと理解している。社会参加の意欲を高め、参加した皆さまが主体的に

企画に関わり、つながりを深め地域のコミュニティの形成と、まちづくりの担い手となる人材を

育成し、町の発展につなげて行く。 

 

問２『ごみゼロ社会に向けて 』 

 ごみの年間総排出量は、人口減少に伴って年々減っていますが、１人あたりにすると１０年間で

八雲地域では３４㎏、熊石地域では５５㎏増えています。一人１日換算全国平均は９１８g。八雲

地域は１０１６ｇ、熊石地域は９５６ｇと平均を上回っています。ごみの排出量を減らすことで、

処理費の軽減を図り、プラゴミの減量で地球環境汚染を防ぐことにもつながります。町長の執行方

針にもごみゼロ社会の実現は、究極的な目標とあります。是非、減量化に向け取り組みましょう。 

答 『ごみ減量化に向けて取り組む！』 

ごみの減量化は、町民一人ひとりが関心を持ってごみを減らすことが大変重要だが、そのことを

どう普及・浸透させるかが課題。八雲衛生協会と協力した取り組みの継続と、各学校で行っている

ごみの減量化・リサイクルについての学習にも力を入れて行く。 

再質問 生ごみの分別もなかなかうまくいっていませんが、今後、生ごみの次に問題になって

くるのが、使用済み紙おむつです。今は全国で１２１億枚使用され、１０年後には１３５億枚、２

０年後には１４２億枚と予想されています。環境省は今年３月にガイドラインを作り、使用済み紙

おむつから新しいパルプを作ったり、熱回収をするということで、すでに取り組んでいる自治体も

あります。また、国土交通省も今年から、水洗トイレに紙おむつを破砕する機械をつけて、下水道

に流せる方法を検討しています。すぐに実践できなくても、紙おむつだけ別に集める方法を検討し、

その時に備えてはどうでしょうか？  

答 紙おむつに関しては問題だと思っている。北海道では富良野市が取り組んでいるので、視察

にも行ってきた。そこから少しずつ研究しているので、環境省や国土交通省のガイドラインも参考

にしながら、焼却炉の取り組みの前に取り組んでいきたい。 

 



 

 

 前回配布させていただいた４８号で『議会報告会を開催します！』とご連絡いたしましたが、密

にならないように座り、マイクの使用は避け、マスクを着用し、大きな声は出さないなどの感染対

策の中での報告会は難しいということで中止となりました。「報告会に行きますよ！」と言ってく

ださった方もいたのに、とても残念で申し訳なかったです。これからは、違った方法で皆さまと意

見交換が出来るよう取り組んでいきますので、よろしくお願い致します。 

 

 

◎八雲町情報交流物産館丘の駅は、株式会社『木蓮』が指定管理者として指定されました。期間は、 

2020 年１０月１日から 2025 年 3 月 31 日までです。 

◎今年度コロナにより中止となった事業で、使われなかった金額です。 

・八雲町まちづくりＰＲイベント事業： ２３４万円 

・介護福祉士実務者研修業務委託料： ２００万３千円 

  ・町民ドッグ検診関係：４２6 万 9 千円 

  ・八雲町平和大使派遣事業関係：１０２万円 

  ・中学校文化・体育連盟大会参加助成金：２００万円 

  ・山車行列補助金：１８２万１千円 

  ・八雲町体育協会７０周年記念事業補助金：６２万５千円 

  ・日本ハムファイターズ八雲後援会支援事業補助金：７１万６千円 

  ・花火大会事業補助金：８０万円 

◎町内未設置の地域に光ファイバーが整備されます。事業費は６億９１３万２千円で、国 1/3 

町が 2/3 で過疎債を活用します。 

◎インフルエンザワクチン接種補助金：1391 万１千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会報告会中止！ 

第３回定例会より（主なもの） 

              

コロナと共存?! 

北海道で緊急事態宣言 

が発令された頃は、「夏 

になって湿度が上がる 

と落ち着いてくる」と言われていました

が、何の何の！全国の感染者数は今でも

３桁。それでも GoTo トラベルキャンペ

ーンで北海道行きの飛行機は満席とか。

学校や職場では暑い中マスクをつけ、密

にならないよう最大限の努力をしている

のですが、これが共存の形？？ 

 

  

 

ごみ処理に係る経

費は、約３億８千

万円！年間５００

万円で暮らすとし

たら、７６年間暮ら

せる額です。 

 

 

 ごみは私達一人ひとりが取り組むこと

で、少なくすることが出来ます。食べ残さ

ない、買ってきた食材は無駄にせず使い切

る、着ない洋服等はリサイクル、生ごみは

燃えるゴミに入れない、缶やペットボトル、

紙などは資源ごみに分別するなど、ひと手

間かけて資源をゴミにしないようにしまし

ょう。ごみの処理費は私達の税金です。 



 

                （主なものを紹介しますが、詳しくは町広報のチラシで） 

 

 

 

 

 

 

☆宮沢賢治作品の朗読会：10 月 10 日（土）13：30～15：30 図書館 

★ジオパークツアー  ：10 月 17 日（土） 9：00～15：00 八雲町公民館集合・解散 

☆文学史跡めぐり   ：10 月 22 日（木）13：00～17：00 図書館集合・解散 

★家庭教育講演会   ：10 月 27 日（火）18：30～20：30 八雲町公民館 

☆レジン作り体験   ：11 月 11 日（水）15：30～16：30  八雲シンフォニー 

★焼き芋作り     ：11 月 11 日（水）15：30～16：30 パン工房げんき 

☆小学生の将棋大会  ：日程はチラシで！ 

★ハロウィンイベント  ：10 月 31 日（土）10：00～12：00 はぴあやくも   

大人も子どもも、コスプレで大いに楽しみましょう！ 

☆お年寄りと子どもの集い：日程はチラシで！ 

★健康料理講座      ：11 月 1４日（土）1３：３0～１５：３0 八雲町公民館 

★うまいもの自慢 in 八雲：11 月 1５日（日）10：00～13：00 八雲町公民       

★キッズパフォーマンス ：１２月 5 日（土）１３:00～１６:00  八雲町民センター 

頑張っている子どもたちを、是非、応援に来てください！ 

☆クリスマスイベント：12 月 20 日（日）1０:00～1２:00（予定） 

 

※これはあくまでも予定で、変更もあります。また、この他にも楽しい企画が出てくると思いま

すので、町広報に入っているチラシでご確認くださいね！ 

 

 

  

 

 

   

 

赤井むつみ後援会連絡先 八雲町住初町１２６ 

FAX＝62-3632  電話＝０８０―５５８８―２０９０（赤井） 

赤井自宅 栄町５６－１２（栄町３区） ☏ ６３－２０９０ 

    ホームページは「赤井むつみ」で検索してください！ 
 

日 時：１０月６日（火）18：30～20：00 

会 場：八雲町公民館・展示室 

講 師：藻谷 浩介（もたに こうすけ）氏 著『里山資本主義』他多数 

テーマ：里山資本主義という考え方 in 八雲 

 

駅前を美しく演出してくれ

た花壇もいよいよ冬支度。 

１０月１０日９時から、花を

抜いてしまいます。寂しいで

すね。来年もお楽しみに‼ 

１０月３０日～１１月１日

の３日間、山車作り講習会

を行います。主に山車の絵

を描くのですが、一緒に体

験してみませんか？ 

今年のハロウィンは、２時

間と短縮されていますが、

みんなで仮装して楽しみま

せんか？ハロウィンマスク

も大募集です！ 


